
vPCファブリックピアリングの設定

この章は、次の内容で構成されています。

• vPCファブリックピアリングの詳細（1ページ）
• vPCファブリックピアリングの注意事項と制約事項 （2ページ）
• vPCファブリックピアリングの設定（4ページ）
• vPCから vPCファブリックピアリングへの移行（7ページ）
• vPCファブリックピアリング設定の確認（9ページ）

vPCファブリックピアリングの詳細
vPCファブリックピアリングは、vPCピアリンクの物理ポートを無駄にすることなく、拡張
デュアルホーミングアクセスソリューションを提供します。この機能は、従来の vPCのすべ
ての特性を保持します。

vPCファブリックピアリングソリューションを次に示します。

•仮想メンバー（トンネル）を含む vPCファブリックピアリングポートチャネル。

• vPCファブリックピアリング（トンネル）、物理ピアリンク要件の削除。

• vPCファブリックピアリングアップ/ダウンイベントは、ルートの更新とファブリックの
アップ/ダウンに基づいてトリガーされます。

•拡張障害カバレッジのアップリンクトラッキング。

• vPCファブリックピアリングルーティングされたネットワーク（スパインなど）を介し
た到達可能性。

• vPCコントロールプレーン over TCP-IP（CFSoIP）の復元力の向上。

• VXLANトンネル上のデータプレーントラフィック。

• vPCメンバースイッチ間の通信では、VXLANカプセル化が使用されます。

•ノード上のすべてのアップリンクに障害が発生すると、そのスイッチのvPCポートがダウ
ンします。このシナリオでは、vPCピアがプライマリロールを引き受け、トラフィックを
転送します。
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• vPCのステート依存性とアップ/ダウンシグナリングによるアップリンクトラッキング。

•ポジティブアップリンクステートトラッキングにより、vPCプライマリロールの選択が
促進されます。

•ボーダーリーフおよびスパインの場合、ネットワーク通信はファブリックを使用するた
め、VRF単位のピアリングは必要ありません。

• VIP/PIP機能をタイプ 2ルートに拡張することにより、孤立したホストへの転送を強化し
ます。

1つの VTEPとしてカウントされる通常の vPCとは異なり、vPCファブリックピアリン
グは 3つの VTEPとしてカウントされます。

（注）

vPCファブリックピアリングの注意事項と制約事項
次に、vPCファブリックピアリングの注意事項と制限事項を示します。

• Cisco Nexus 9300-EX、および 9300-FX/FXP/FX2/FX3/GX/GX2プラットフォームスイッチ
は、vPCファブリックピアリングをサポートします。CiscoNexus 9200および 9500プラッ
トフォームスイッチは、vPCファブリックピアリングをサポートしていません。

CiscoNexus 9300-EXスイッチでは、混合モードのマルチキャ
ストと入力レプリケーションはサポートされていません。

VNIはマルチキャストまたは IRアンダーレイのいずれかで
設定する必要があります。

（注）

• vPCファブリックピアリングでは、region ing-flow-redirectの TCAMカービングが必要で
す。TCAMカービングでは、機能を使用する前に設定を保存し、スイッチをリロードする
必要があります。（この要件は、Cisco Nexus 9300-GXプラットフォームスイッチには適
用されません）。

• vPCファブリックピアリングの送信元および宛先 IPを再設定する前に、vPCドメインを
シャットダウンする必要があります。vPCファブリックピアリングの送信元と宛先のIPを
調整したら、vPCドメインを有効にできます（no shutdown）。

•コマンドでサポートされる送信元および宛先 IPは、クラスA、B、およびCです。クラス
Dおよび Eは、vPCファブリックピアリングではサポートされません。virtual peer-link
destination

• vPCファブリックピアリングピアリンクは、トランスポートネットワーク（ファブリッ
クのスパイン層）を介して確立されます。vPCピア間の通信がこのように行われると、
ポートステート情報、VLAN情報、VLAN-to-VNIマッピング、ホストMACアドレスの
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同期に使用されるコントロールプレーン情報 CFSメッセージがファブリック経由で送信
されます。CFSメッセージは、トランスポートネットワークで保護する必要がある適切
な DSCP値でマーキングされます。次の例は、Cisco Nexus 9000シリーズスイッチのスパ
インレイヤでの QoS設定の例を示しています。

DSCP値を照合してトラフィックを分類します（DSCP 56がデフォルト値です）。
class-map type qos match-all CFS
match dscp 56

適切なスパインスイッチの完全プライオリティキューに対応するqos-groupにトラフィッ
クを設定します。この例では、スイッチは完全プライオリティキュー（キュー7）に対応
するqos-group7にトラフィックを送信します。異なるCiscoNexusプラットフォームでは、
キューイング構造が異なる場合があることに注意してください。

policy-map type qos CFS
class CFS
Set qos-group 7

VTEP（ネットワークのリーフ層）に向かうすべてのインターフェイスに分類サービスポ
リシーを割り当てます。

interface Ethernet 1/1
service-policy type qos input CFS

• vPCファブリックピアリングドメインは、FEXの接続をサポートしていません。

• vPCファブリックピアリングドメインは、マルチサイト vPCBGWのロールではサポート
されません。

• VIP/PIP機能をタイプ 2ルートに拡張して、孤立ホストへの転送を強化します。

•レイヤ 3テナントルーテッドマルチキャスト（TRM）はサポートされていません。レイ
ヤ 2/レイヤ 3 TRM（混合モード）はサポートされていません。

•この機能でタイプ5ルートを使用する場合、この advertise-pipコマンドは必須設定です。

• vPCポートの背後にある VTEPはサポートされません。これは、仮想ピアリンクピアが
vPCポートの背後にある VTEPの中継ノードとして機能できないことを意味します。

• SVIおよびサブインターフェイスアップリンクはサポートされていません。

•孤立したタイプ 2ホストは、PIPを使用してアドバタイズされます。vPCタイプ 2ホスト
は、VIPを使用してアドバタイズされます。これはタイプ 2ホストのデフォルトの動作で
す。

PIPを使用して孤立したタイプ 5ルートをアドバタイズするには、BGPで PIPをアドバタ
イズする必要があります。

•リモートVTEPから孤立したホストへのトラフィックは、孤立した実際のノードに到達し
ます。トラフィックのバウンスが回避されます。
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vPCレッグがダウンしている場合でも、vPCホストはVIP IP
でアドバタイズされます。

（注）

•中断のない ISSUNX-OSソフトウェアアップグレードは、vPCファブリックピアリング機
能が設定されたスイッチではサポートされません。

vPCファブリックピアリングの設定
両方の vPCメンバースイッチで vPCファブリックピアリング DSCP値が一致していることを
確認します。対応する QoSポリシーが vPCファブリックピアリング DSCPマーキングと一致
することを確認します。

vPCファブリックピアリングを通過する通信を必要とするすべての VLANは、VXLANを有
効にする必要があります（vn-segment）。これにはネイティブ VLANが含まれます。

MSTPでは、ピアリンクとvPCレッグにデフォルトのネイティブVLAN設定がある場合、
VLAN 1は vPCファブリックピアリング全体に拡張する必要があります。この動作は、
VLAN 1を VXLAN（vn-segment）経由で拡張することで実現できます。ピアリンクおよ
び vPCレッグにデフォルト以外のネイティブ VLANがある場合は、VLANを VXLAN
（vn-segment）に関連付けることによって、それらの VLANを vPCファブリックピアリ
ング全体に拡張する必要があります。

（注）

show vpc virtual-peerlink vlan consistencyコマンドを使用して、vPCファブリックピアリング
に使用する既存の VLAN-to-VXLANマッピングを確認します。

peer-keepalive for vPCファブリックピアリングは、次のいずれかの設定でサポートされます。

• mgmt interface

•デフォルトまたは非デフォルト VRFの専用レイヤ 3リンク

•スパイン経由で到達可能な lopbackインターフェイス。

機能の設定

例では、アンダーレイルーティングプロトコルとして OSPFを使用しています。
configure terminal
nv overlay evpn
feature ospf
feature bgp
feature pim
feature interface-vlan
feature vn-segment-vlan-based
feature vpc
feature ptp
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feature nv overlay

vPCの設定

vPCファブリックピアリング送信元または宛先 IPを変更するには、変更前に vPCドメ
インをシャットダウンする必要があります。vPCドメインは、no shutdownコマンドを使
用して変更後に動作に戻すことができます。

（注）

TCAMカービングの設定

hardware access-list tcam region mac-ifacl 0
hardware access-list tcam region ing-flow-redirect 1952

vPCドメインの設定

vpc domain 100
peer-keepalive destination 192.0.2.1
virtual peer-link destination 192.0.2.100 source 192.0.2.20/32 [dscp <dscp-value>]
Warning: Appropriate TCAM carving must be configured for virtual peer-link vPC
peer-switch
peer-gateway
ip arp synchronize
ipv6 nd synchronize
exit

オプションの dscpキーワード。範囲は 1～ 63です。デフォルト値は 56です。（注）

vPCファブリックピアリングポートチャネルの設定

次のポートチャネルのメンバーを設定する必要はありません。

interface port-channel 10
switchport
switchport mode trunk
vpc peer-link

interface loopback0

このループバックは、NVE送信元インターフェイスループバック（VTEP IPアドレスに
使用されるインターフェイス）ではありません。

（注）

ip address 192.0.2.20/32
ip router ospf 1 area 0.0.0.0

BGPピアリングまたは専用ループバックにループバックを使用できます。このルックバッ
クは、ピアのキープアライブとは異なる必要があります。

（注）
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アンダーレイインターフェイスの設定

L3物理チャネルと L3ポートチャネルの両方がサポートされます。SVIおよびサブインター
フェイスはサポートされていません。

router ospf 1
interface Ethernet1/16
ip address 192.0.2.2/24
ip router ospf 1 area 0.0.0.0
no shutdown
interface Ethernet1/17
port-type fabric
ip address 192.0.2.3/24
ip router ospf 1 area 0.0.0.0
no shutdown
interface Ethernet1/40
port-type fabric
ip address 192.0.2.4/24
ip router ospf 1 area 0.0.0.0
no shutdown
interface Ethernet1/41
port-type fabric
ip address 192.0.2.5/24
ip router ospf 1 area 0.0.0.
no shutdown

スパインに接続されるすべてのポートは、ポートタイプのファブリックである必要があ

ります。

（注）

VXLAN設定

advertise virtual-rmac（NVE）と advertise-pip（BGP）の設定は必須の手順です。詳細に
ついては、vPCマルチホーミングの設定の章を参照してください。

（注）

SVIおよび VLANの設定

vlan 10
vn-segment 10010
vlan 101
vn-segment 10101
interface Vlan101
no shutdown
mtu 9216
vrf member vxlan-10101
no ip redirects
ip forward
ipv6 address use-link-local-only
no ipv6 redirects
interface vlan10
no shutdown
mtu 9216
vrf member vxlan-10101
no ip redirects
ip address 192.0.2.102/24
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ipv6 address 2001:DB8:0:1::1/64
no ipv6 redirects
fabric forwarding mode anycast-gateway

仮想ポートチャネルの設定

interface Ethernet1/3
switchport
switchport mode trunk
channel-group 100
no shutdown
exit
interface Ethernet1/39
switchport
switchport mode trunk
channel-group 101
no shutdown
interface Ethernet1/46
switchport
switchport mode trunk
channel-group 102
no shutdown
interface port-channel100
vpc 100
interface port-channel101
vpc 101
interface port-channel102
vpc 102
exit

vPCから vPCファブリックピアリングへの移行
この手順には、通常の vPCから vPCファブリックピアリングへの移行手順が含まれていま
す。

vPCピア間の直接レイヤ3リンクは、ピアキープアライブにのみ使用する必要があります。こ
のリンクは、vPCファブリックピアリングループバックのパスをアドバタイズするために使
用しないでください。

この移行は中断を伴います。（注）

始める前に

移行前に、vPCピア間のすべての物理レイヤ 2リンクをシャットダウンすることを推奨しま
す。また、移行前または移行後に VLANを vn-segmentにマッピングすることを推奨します。

手順の概要

1. configure terminal
2. show vpc

vPCファブリックピアリングの設定
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3. show port-channel summary
4. interface ethernet slot/port

5. no channel-group

6. インターフェイスごとにステップ 4と 5を繰り返します。
7. show running-config vpc
8. vpc domain domain-id

9. virtual peer-link destination dest-ip source source-ip

10. hardware access-list tcam region ing-flow-redirect tcam-size

11. copy running-config startup-config
12. reload

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal

ポートチャネルのメンバー数を決定します。show vpc

例：

ステップ 2

switch(config)# show vpc

メンバーの数を決定します。show port-channel summary

例：

ステップ 3

switch(config)# show port-channel summary

設定するインターフェイスを指定します。interface ethernet slot/port

例：

ステップ 4

これは、ピアリンクポートチャネルで

す。

（注）

switch(config)# interface ethernet 1/4

vPCピアリンクポートチャネルメンバーを削除し
ます。

no channel-group

例：

ステップ 5

このステップの後に中断が発生します。（注）switch(config-if)# no channel-group

インターフェイスごとにステップ 4と 5を繰り返
します。

ステップ 6

例：

vPCドメインを決定します。show running-config vpc

例：

ステップ 7

switch(config-if)# show running-config vpc
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目的コマンドまたはアクション

vPCドメインコンフィギュレーションモードを入
力します。

vpc domain domain-id

例：

ステップ 8

switch(config-if)# vpc domain 100

vPCファブリックピアリングの宛先および送信元
IPアドレスを指定します。

virtual peer-link destination dest-ip source source-ip

例：

ステップ 9

switch(config-vpc-domain)# virtual peer-link
destination 192.0.2.1 source 192.0.2.100

TCAMカービングを実行します。hardware access-list tcam region ing-flow-redirect
tcam-size

ステップ 10

例：

switch(config-vpc-domain)# hardware access-list
tcam region ing-flow-redirect 512

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 11

switch(config-vpc-domain)# copy running-config
startup-config

スイッチをリブートします。reload

例：

ステップ 12

switch(config-vpc-domain)# reload

vPCファブリックピアリング設定の確認
vPCファブリックピアリング設定のステータスを表示するには、次のコマンドを入力します。

表 1 : vPCファブリックピアリング検証コマンド

目的コマンド

ファブリックポートの状態を表示します。show vpc fabric-ports

vPCファブリックピアリングモードに関する
情報を表示します。

show vpc

vn-segmentに関連付けられていない VLANを
表示します。

show vpc virtual-peerlink vlan consistency

show vpc fabric-portsコマンドの例

switch# show vpc fabric-ports
Number of Fabric port : 9
Number of Fabric port active : 9

vPCファブリックピアリングの設定
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Fabric Ports State
-------------------------------------
Ethernet1/9 UP
Ethernet1/19/1 ( port-channel151 ) UP
Ethernet1/19/2 ( port-channel151 ) UP
Ethernet1/19/3 UP
Ethernet1/19/4 UP
Ethernet1/20/1 UP
Ethernet1/20/2 ( port-channel152 ) UP
Ethernet1/20/3 ( port-channel152 ) UP
Ethernet1/20/4 ( port-channel152 ) UP

show vpcコマンドの例

switch# show vpc
Legend:

(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link

vPC domain id : 3
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status : success
Per-vlan consistency status : success
Type-2 consistency status : success
vPC role : primary
Number of vPCs configured : 1
Peer Gateway : Enabled
Dual-active excluded VLANs : -
Graceful Consistency Check : Enabled
Auto-recovery status : Enabled, timer is off.(timeout = 240s)
Delay-restore status : Timer is off.(timeout = 30s)
Delay-restore SVI status : Timer is off.(timeout = 10s)
Operational Layer3 Peer-router : Disabled
Virtual-peerlink mode : Enabled

vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ -------------------------------------------------
1 Po100 up 1,56,98-600,1001-3401,3500-3525

vPC status
----------------------------------------------------------------------------
Id Port Status Consistency Reason Active vlans
-- ------------ ------ ----------- ------ ---------------
101 Po101 up success success 98-99,1001-280

0

Please check "show vpc consistency-parameters vpc <vpc-num>" for the
consistency reason of down vpc and for type-2 consistency reasons for
any vpc.

ToR_B1#

show vpc virtual-peerlink vlan整合性コマンドの例

switch# show vpc virtual-peerlink vlan consistency
Following vlans are inconsistent
23
switch#
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


